
大熊町　第一期まち・ひと・しごと創生総合戦略における評価について

基本目標 指標数 A B C D -

1
コミュニティ拠点の立ち上げ・整備を
通じた町民の生活支援

4 2 0 2 0 0

2 避難先での暮らしの快適性向上 10 4 3 2 0 1

3
大熊町の次世代を担う子どもたちの
育成

12 7 2 1 0 2

4 ふるさととの繋がりの維持 3 0 2 1 0 0

5 大川原を拠点とした町土の復興 5 1 0 3 0 1

6 安全・安心なまちづくりの推進 3 1 0 0 0 2

37 15 7 9 0 6合計

３．重要業績評価指標（KPI）の評価について

●評価時点

平成31（令和元）年度

※事業によっては累計で評価しています。

●評価区分

Ａ ： 非常に効果的であった（実績が目標値の100％以上）

Ｂ ： 相当程度効果があった（実績が目標値の70～100％未満）

Ｃ ： 効果があった（実績が目標値の0～70％未満、本事業開始前の数値よりも改善している場合）

Ｄ ： 効果がなかった（実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなどの場合）

－ ： 数値目標を定めていない（定量的な目標ではない）、途中で終了したなど

１．評価の概要

当町では、魅力あるまちづくりの推進、町民の暮らし、町土・双葉郡全体の復興を牽引することを目指し、

2015（平成27）年度に「大熊町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

国で定めた地方創生期間の第一期が今年度で終了し、来年度から始まる第二期へ向けて切れ目ない取組

を進めるため、この総合戦略における各施策について、PDCA管理体制による検証及び実績の評価を行いました。

今回の評価結果も踏まえながら、来年度以降も第二期総合戦略で掲げた事業等に取り組み、復興・まちづく

りの推進を図っていきます。

２.有識者の意見

各施策への評価及び意見については、当町で設置している「大熊町まち・ひと・しごと有識者会議」において、

各委員からご意見をいただきました。

〇指標の評価については、概ね一定の評価ができることについて確認

〇各施策の評価や意見については、各基本目標ごとに「有識者の意見」欄に記載

４．大熊町 第一期まち・ひと・しごと創生総合戦略の各基本目標における評価総括表

下記は各基本目標の指標別に評価した総括表になります。なお、各指標の詳細な資料については別

紙「大熊町 第一期まち・ひと・しごと創生総合戦略における基本目標・施策・KPI一覧」のとおりです。


